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■物理を専攻したきっかけ
　高校の物理の授業で問題に答

えたごほうびとして、先生から

おいしいアイスクリームをも

らってうれしかったことで物理

に興味を持つようになり、大学

で物理を選択しました（笑）。

■物性物理学
　物理学の分野の一つで、物質

の性質の仕組みを追究する学問

です。例えばスマートフォンや

パソコンには、シリコンなどの

半導体（電気を流す・流さないを

瞬時に切り替えられる物質）が

必ず使われています。物性物理

学では、なぜシリコンは半導体

になるのかというところから原

理を追究して、どうすれば半導

体の性能を向上できるのかまで

問いを展開させます。これを追

究するために、量子力学（電子な

どが粒子と波の二面性を持って

いることから記述される物理学）

など高度な考え方を使います。

■研究の醍醐味（だいごみ）
　仕組みが分かった瞬間も楽し

いですが、分かるまでの過程に

醍醐味があります。どのように

生きていくかという人生と同じ

で、研究は人の物語で仕上がり

ます。

■研究内容
　スピントロニクスという新た

な技術に関する研究を行ってい

ます。従来のエレクトロニクス

は電子の動き（電流）を使います

が、スピントロニクスでは電子

のスピン（電子の自転）を使いま

す。これをうまく使いこなせば

超低消費電力なデバイスができ

ると期待されているため、世界

中で競って研究開発が行われて

います。

■最近の研究成果
　広島大学にある放射光科学研

究所 (通称ＨｉＳＯＲ) には、ス

ピンを高感度で検出できる非常

に貴重な技術があります。僕の

最近の研究成果としては、この

スピン検出技術と顕微鏡の技術

を組み合わせて、数マイクロ㍍

まで微小な空間で電子とスピン

の動きを観察する電子スピン顕

微鏡の開発に世界で初めて成功

しました。理科の実験で微生物

の動きを観察する光学顕微鏡が

ありますが、大ざっぱに言うと

開発した電子スピン顕微鏡で半

導体をのぞき込むと半導体内で

電子とスピンがどのように動く

か見て分かります。

■今後の展開
　開発した電子スピン顕微鏡を

利用して超高精度に観察するこ

とで、電子とスピンの量子力学

的世界を解き明かし、それをス

ピントロニクスの仕組みとして

発展させることで長く続く豊か

な生活の実現につながればと思

います。

■今後の研究目標
　電子とスピンを可能な限り素

早く制御することに挑戦します。

これは、超短パルスレーザーと

いう特殊なレーザーを使った超

高速科学という研究分野で、ア

ト秒（10のマイナス18乗秒）に迫


